
 

 

2023 年度 駒沢女子大学 

「学修到達度の確認」実施報告書 
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教育指針に関する検討委員会 

 

 



  人間総合学群人間文化学類日本文化専攻 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

32 名 36 名 88.9％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 10 31.3％ 20 62.5％ 2 6.3％ 0 0％ 3.25 

人間性 9 28.1％ 21 65.6％ 2 6.3％ 0 0％ 3.22 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 8 25.0％ 11 34.4％ 12 37.5％ 1 3.1％ 2.81 

社会性 9 28.1％ 18 56.3％ 5 15.6％ 0 0％ 3.13 

ＤＰ３ 

専門力 10 31.3％ 16 50.0％ 6 18.8％ 0 0％ 3.13 

判断力 9 28.1％ 12 37.5％ 10 31.3％ 1 3.1％ 2.91 

ＤＰ４ 

技術力 5 15.6％ 16 50.0％ 11 34.4％ 0 0％ 2.81 

実践力 9 28.1％ 11 34.4％ 11 34.4％ 0 0％ 2.94 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

2 年終了時と比較すると、下記の通り、すべての項目で 0.5～0.7 ポイント上回った。多くの学生が 2 年終了時から

の伸びを実感しているものの、DP 達成に向けた CP となっているか、DP 自体の妥当性も含め検証が必要である。 

・教養力 2.6→3.3 

・人間性 2.5→3.2 

・コミュニケーション力 2.3→2.8 

・社会性 2.4→3.1 

・専門力 2.5→3.1 

・判断力 2.2→2.9 

・技術力 2.1→2.8 

・実践力 2.3→2.9 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

なし 
なし 

なし 
なし 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

なし 
なし 

なし 
なし 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

なし 
なし 

なし 
なし 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・大学四年間の学修生活を通じて、いろいろな日本文化について深く勉強しました。私は外国人として、異なる

文化や言語にしばしば精通して、日本文化や異文化交流について様々な視点で考えることに自信がありました。

グローバルな視点も大学生活を通じて、育成したと思います。 

・外国人が日本文化を学ぶのは難しいが、私は 4 年間で多くの専門知識を学びました。それは、最初に日本文化

専攻に学ぶことを選んだときの考えと一致しています。3、4 年生のときに日本文学の本をたくさん読んだこと

も、日本文化への理解を深めました。 

・博物館実習や、ゼミ研究などにより、日本文化に対して深く理解をするとともに、興味関心を自分で追求して

いく楽しさについても学ぶことができた。自分自身で積極的に学ぶだけでなく、時には他者がいるからこそ気が

付くことができる疑問点や発見もあると実感したため、対人関係も非常に大切だと考え、これから先、他者の意

見も積極的に聞くことで、より自分自身を成長させていきたいと思う。 

・日本文化をただ知るだけでなく、自分で判断し考え意見を持つことができるようになったと感じました。ま

た、日本文化から現代の社会についても考えられるようになったと思いました。 

・自分から意見を発信することも、他者と協力して課題に取り組むことも、日本文化に関して関心を持つことも

全体的によくできていると感じている。だが、人間史絵に関しては、まだ経験が浅く考えが及ばない場面も多く

あるため、まだ成長の余地があると考えている。 

・日本文化、そして教職の講義を通し、与えられた課題に対し多方面から考えること、また、自分の考えを言葉

にして表現することが少しずつ得意になったような気がします。その一方で、その考えや知識を自分のものにし

っかりとできているかは分からず、自信が無いためまた復習しながら知識を定着させて行きたいと思います。 

・コミュニケーションの分野に関しては、授業外での交流を積極的にしていなかった為 3 にしたが、授業での交

流においては比較的接しやすく振る舞えていたように思うし、入学当初よりずっと得意になったと自負してい

る。しかし、技術面や実践面にはあまり自信が無い。日本文化に関係ない面でも、あまり胸を張れるような自己

評価は出来ないため、今後はそういった面を他でカバーしつつ、伸ばしていきたいと思っている。 

・自己診断から、自らの口や文章で自分の意見を論理的に人に伝えるのが苦手だとわかった。 

・上記の 8 項目のうち、4 年間の学習を通して一番成長したと感じるのは、コミュニケーション能力である。特

に 3、4 年次には卒業研究に取り掛かり始めたこともあり、自分の考えを文章にしたり口頭で発表する機会が増

えた。この経験の積み重ねによって、入学当初よりも、人前でスピーチする能力や文章の読みやすさ、文章を書

くスピードは確実に成長したと感じる。また他生徒の研究発表を聞く機会が多かったおかげで、自分が持ってい

なかった語彙や表現を吸収することができ、書ける文章の幅が広がったように感じる。 

・出来るようになった、日本文化に向き合う事で成長できた点も多くあるが、自分の苦手なことやまだまだ成長

を見込める点、努力が必要な点も多々あると感じた。 

・自分の興味関心のある分野を学修することが出来たからこそ、次に生かしていくことができるような気がす

る。 

・高校時代から続けていた大森貝塚の研究について、死生観という新たな視点で自らの見解を深め結論を導くと

いう大学生活における目的が達成できたことは良かったと思う。ただ、その中で言語のミスなども目立ち正確に

業務をこなす社会人としての意識が足りなかった。また、口頭試問や 3・4 年次に行った個人研究の発表を経て

考えを言語にする力が身についたものの、突発的な質問に対し簡潔に述べる力を社会生活の中で更に身に着けて

いく必要がある。 

・4 年間で日本文化という幅広い分野を総合的に高めることができ、入学当時よりも知識が増えたことを実感し

ています。個人的に今日があった分野にも講義があり、新しい発見がありました。またこれまで興味のなかった

分野にも手を伸ばすことができたことが良かった点だと感じています。ゼミに関しても自分の興味関心だけでな

く他の方の意見を聞くことで自分にない視点や基礎知識を深めることができたと感じています。 

・大学 4 年間の学修を通して、日本の文化や文学によく向き合ったことで、専門的な知識や多くの知見を得られ

たと感じています。また、様々な伝統文化を学び、数々の書物を読んだことで、自分がそれまで知らず触れてこ

なかった世界を知ることができました。 

・日本文化専攻での学びを通し、多くの教養が身についた。また、話し合いや発表の際の質問でコミュニケーシ

ョン力や社会性が向上した。日本文化に関する様々なことを学ぶことができた。 

・大学での学びを通じて、日本文化の知識の習得にとどまらず、情報の収集方法や分析、文章の書き方といった

課題を解決するうえで必要な技術を得ることが出来た。 

・教養力や人間性などは、4 年間かけて身につけることができたと思う。最初は一つひとつの文化の特徴を見て

いったが、最後には全体の特徴を読み解くことになり、身につけることができたと思う。 

コミュニケーション力や社会性はゼミなどの話し合いで、専門力や判断力は卒論を通してさらに養うことができ
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た。最後の技術力・実践力は、卒論を書き上げることができたため 3 の評価だが、もっともっと作り込むことが

できると感じるため 4 にはできなかった。 

・4 年間を通して、日本文化に関する幅広い教養力を身につけることができた。その教養を基に自分の研究に磨

きをかけ、集大成である卒業論文の執筆を終えることができた。 

・この 2 年間で日本文化を歴史だけでなく、さまざまな面から捉え直し考察できたことで、今まで以上に日本文

化を広い視野で見直すことができ、自身の地域やゆかりの土地に残る文化も同様に考えることができるようにな

った。そのため、以前よりも文化を深ぼる楽しさがより理解できた。 

・大学での学びを通して自分の考えをまとめること、相手に伝えることはスムーズに行えるようになったと思い

ます。しかし、それが効果的、論理的に話せているかは自分では判断しにくかったため、上記のようにしまし

た。 

・卒業したとしても、卒論のことは忘れないようにして行きたいです。この学びを生かせるよう努力します。 

・私は編入生のため、３年と４年の２年間の学びですが、日本文化ゼミでは歴史から日本文化を考えるというこ

とで、いろいろと日本文化の特徴について考えてきました。ゼミ論では、江戸時代の女性と旅をテーマにまと

め、そこらから見えてくる日本の文化の特徴について、私の考えを示すことができたと思っております。私は、

日本文化に対する知識、つまり教養力を一番身に付けられたと思います。 

・日本語の時制について興味を持ち、そこから、英語や他の言語、漢字、日本語の音や文法、文化人類学、など

さまざまなことに興味を持ち、本を読んだり、講義を聞いたり、自分で調べてみたりするようになって、私生活

で見かけるすべてに興味が湧くようになりました。また、主にゼミ論を通して、自分の知りたいことを分析する

手段が数多くあると知り、物事が多面的に構成されていることを知りました。とても有意義な学生生活になりま

した。 

・全体的に 2 が多い為、もう少し頑張れたのでは無いかと感じています。しかし、人間性の欄は 4 という評価を

つけることが出来たので、そこの部分は良かったと感じています。 

・様々な力を身につけることができました。 

・大学での学びを通して、専門となる日本史（明治初期～）だけでなく、世界史や服飾、文化財等についての学

びも深めることができた。特にゼミ論や卒業論文を通して、専門的知識の調査の方法や分析のやり方、論理的な

結論の求め方を収得することができた。事例や資料を用いて多角的に物事を調査し、考察や結論を出す力が 1 番

身についたと考えている。 

・日本文化についていろんな観点から考察することができた。資料の使い方や整理の仕方も身につけることがで

きた。 

・初めは自分の研究についてを考えるのも難しく感じることもありましたが、先生の力も借りながら、段々と自

分が興味のあることを掘り下げることができました。 

・コロナ禍にあったため、他者との交流を楽しむ機会は少し少なかったのかなと思う。しかしながら、四年間を

通して学校生活を楽しむことが出来た。中でも、ゼミでの活動は、自身の研究をすることが出来、友人も作るこ

とが出来た楽しい時間であった。 

・日本文化について書物や資料、先生の話を聞いて理解し、自分なりに分析と考察してまとめる力を身に付ける

ことができました。また、積極性と協調性の大切さを理解し、実践するように心がけました。 

・卒業論文の執筆を通して資料を読み解く能力や文章としてまとめる能力が身についた。コミュニケーション能

力については、まだ知識不足ゆえに意見交換ができる段階ではないため３にした。しかし、授業内における発表

で少しずつ人前で自分の意見を話す能力が身についていると思う。 
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  人間総合学群・人間文化学類 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

82 名 95 名 86％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 26 31％ 46 56％ 8 10％ 2 2％ 3.1 

人間性 28 34％ 45 55％ 4 5％ 5 6％ 3.2 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 34 42％ 35 43％ 10 12％ 3 4％ 3.0 

社会性 25 43％ 35 31％ 19 23％ 3 4％ 3.0 

ＤＰ３ 

専門力 22 54％ 44 27％ 9 11％ 7 9％ 3.1 

判断力 21 60％ 49 24％ 10 12％ 3 4％ 2.6 

ＤＰ４ 

技術力 21 26％ 34 42％ 10 24％ 7 9％ 3.5 

実践力 21 26％ 39 48％ 16 20％ 6 7％ 2.9 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を簡潔に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

2 年次と比較した「十分身に着いた」の回答率は次の通りである。（単位％）教養力：20→31.7,人間性：24.6→

34.1,コミュニケーション力：23.1→41.5,社会性：16.9→23.2,専門性：12.3→26.8,判断力：6.1→24.2,技術力：10.8

→25.6,実践力：10.8→25.6 これらのことから当専攻の DP が達成され、そのための CP および AP も適切であっ

たと考えられる。その一方で 4 年次の平均点の中では、判断力と実践力が若干低い結果となった。コロナ禍の 4 年

間を過ごしオンライン授業が多かったことが、この結果に反映されている可能性が考えられる。 

 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

社会性 

グループワークを取り入れた科目が多いこと、また講義型の科目にも授業中

に何度も学生にマイクを回して発言させる科目も多く、学生が互いに働きか

け協力し合って達成する科目が多いためと考えられる。 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

判断力 

現象の背景となる社会構造および社会の基底に存在する思考法まで掘り下げ

て考える力、さらに論理的構築力が弱いことが大きな要因と考えられるの

で、これらの力を伸ばすよう各授業で工夫する余地がまだ残っている。 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

実践力 
オンラインツールを利用した授業でも効果が上がる方法や仕組みを考える。 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

学修目標 8項目のすべてについて、2年次のアンケート結果と比較対照して伸び率の高さに驚いた。伸び率がこの

結果よりはるかに低いことを予想していたからである。予想の理由は、大学生活の 4年間がコロナ禍の 4年と完全

に重なった学年であることだ。入学式もなく、1年次が 1年間完全オンライン授業で、2年次も半数余りの科目がオ

ンデマンド授業であったことから、学内の居場所作りと日常的に一緒にいる友人関係の構築がもっとも困難と思わ

れる学年である。授業中の様子からも不完全燃焼感を抱え自信を失くしている学生が多いように伺われた。グルー

プワークでは長時間待っても誰も発言しない、あるいは教員が相当周到にお膳立てしてようやくわずかに発言が出

ることも多く、グループワークやゼミで学生に主導権を渡すと授業の進展が困難な場合が多かった。また専門ゼミ

の中にはメンバー間の人間関係がほぼ全くできないまま終わったゼミもあった。しかしこの調査によって、教員の

視点から見えない学生の内面の成長が明らかになりたいへん嬉しく、人間の成長力に感服している。ウィルスによ

り人間関係が分断された中で多感な時期を過ごしたことが、学生たちの生きる力を削ぐどころか反対に伸ばす結果

となったのかもしれない。 

その一方で、この学年に限らず学生全体に見られることだが、文科省の「社会人基礎力」の「12 の能力要素」の

中の「主体性」や「働きかけ力」が弱い傾向が見られる。これは当専攻教員共通の問題意識で、課題でもある。 

また今回の調査から判断力に課題が見られた。それもこの学年を含めすべての学年に共通する課題である。処世

術的な技術ばかり求める傾向が学生に見られるが、個人的課題の多くが社会的問題に由来することに気付き、社

会を変えたり創造したりする力も身につける必要がある、そのためには、現象の枠組みの中だけで思考せず、現

象の背景に存する社会構造や社会の基底に存在する思考法を見抜く力と論理的構築力が必要である。これらの力

を伸ばす工夫が課題である。 

最後に、今回はコロナ禍学生の調査結果ゆえ明らかになった課題もある。オンラインツールにより学修目標が上

がりやすいか否かで得点に差が出たことだ。学生そのものが多様化の方向にあることを鑑みると、当専攻に限ら

ず大学全体として、学修形態の多様性（オンライン・オンデマンド等）を視野に入れ、どのような学習形態でも

十分 CP や AP が身に付く仕組みの構築と工夫が求められている。 
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  人間総合学群・人間文化学類・英語コ

ミュニケーション専攻 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

26 名 37 名 70.2％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 2 7.7％ 13 50％ 10 38.5％ 1 3.8％ 2.6 

人間性 14 53.8％ 11 42.3％ 1 3.8％ 0 0％ 3.5 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 6 23.1％ 14 53.8％ 5 19.2％ 1 3.8％ 3.0 

社会性 11 42.3％ 9 34.6％ 4 15.4％ 2 7.7％ 3.1 

ＤＰ３ 

専門力 2 7.7％ 15 57.7％ 8 30.8％ 1 3.8％ 2.7 

判断力 5 19.2％ 14 53.8％ 6 23.1％ 1 3.8％ 2.9 

ＤＰ４ 

技術力 3 11.5％ 10 38.5％ 12 46.2％ 1 3.8％ 2.6 

実践力 9 34.6％ 7 26.9％ 8 30.8％ 2 7.7％ 2.9 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

（１）教養力：２年終了時には平均 2.2 だったが、卒業時には 2.6 にレベルアップしている。特にレベル３及びレベ

ル４へと到達している学生が多く見られる。 

（２）人間：もともと２年終了時でも平均 3.3 あった項目だが、卒業時にはさらに 3.5 にレベルアップしている。 

（３）コミュニケーション力：２年終了時には平均 2.4 だったが、卒業時には 3.0 にレベルアップしている。特にレ

ベル４は２年終了時には 1 名しかいなかったが、卒業時には 6 名とレベルを上げた学生が多いことがわかる。 

（４）社会性： もともと２年終了時でも平均 3.0 あった項目だが、卒業時にはわずかではあるが 3.1 にレベルアッ

プしている。特に、レベル４については 2 年終了時には 8 名だったが、卒業時には 11 名まで増えている。 

（５）専門力：２年終了時には平均 2.2 だったが、卒業時には 2.7 にレベルアップしている。特に、レベル４につい

ては 2 年終了時には 0 名だったが、卒業時には 2 名となった。 

（６）判断力：２年終了時には平均 2.6 だった項目だが、卒業時には 2.9 にレベルアップしている。特に、レベル４



については 2 年終了時には 2 名だったが、卒業時には 5 名まで増えている。 

（７）技術力：２年終了時には平均 2.4 だったが、卒業時にはわずかながら 2.6 にレベルアップしている。ただ、レ

ベル４に注目すると、2 年終了時には１名だったものが、卒業時には 3 名に増えている。 

（８）実践力：２年終了時には平均 2.6 だったが、卒業時には 2.9 にレベルアップしている。レベル４に注目する

と、2 年終了時には 3 名だったものが、卒業時には大きく 9 名まで増えている。 

 

4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

「多様な価値観をどれくらい受け入れられますか？」という問に対して非常

に高いレベルを示している。多様性が叫ばれる時代にあって、そのことを授

業等で学ぶ機会もあり、適切に対応できる力が身についているものと思われ

る。 

社会性 

「社会の一員として主体的に活動する意欲と責任感をどれくらい持っていま

すか？」という問に対して高いレベルを示している。社会における責任や使

命感というものを意識できる社会性が身についたものと判断する。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

技術力 
「世界の言語(英語)・社会・文化等に関する専門的な知識をどれくらい応用

できますか？」という問に対するレベルが若干低いように思われる。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

技術力 

専門知識という意味では、英語力や資格の有無も関係するものと思われる。

自由記述の中で、TOEIC や英検を積極的に受験し、確実に力を伸ばした

り、資格を取得している学生もいる。今後、学生に対して自ら目標を設定

し、それを実現していくよう指導することが肝要と思われる。 

 

7．自己評価コメントまとめ 
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・コロナ禍にあって 2 年間オンラインでの学習を余儀なくされたことは、英語力を身につける上ではマイナスだ

ったと感じています。特に、期待していたし、楽しみにもしていた English Workshop を対面で受講できなかっ

たことはとても残念です。 

・オンラインで 2 年間大学に来れなかったことで、友達関係が希薄になり、先生たちとのコミュニケーションに

戸惑う場面もありました。でも、最後はそんなことが嘘のように、楽しく大学生活が送れたことはよかったと思

っています。 

・自分としては、資格試験や TOEIC などに積極的に取り組むことができたと思います。卒業してからも自分の

英語力のブラッシュアップをしていきたいと思います。 
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  人間総合学群・観光文化学類 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

61 名 62 名 98.4％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 17 27.9％ 41 67.2％ 3 4.9％ 0 0％ 3.28 

人間性 33 54.1％ 28 45.9％ 0 0％ 0 0％ 3.54 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 26 42.6％ 34 55.7％ 1 1.6％ 0 0％ 3.41 

社会性 20 32.8％ 38 62.3％ 3 4.9％ 0 0％ 3.32 

ＤＰ３ 

専門力 23 37.7％ 37 60.7％ 1 1.6％ 0 0％ 3.36 

判断力 21 34.4％ 36 59.0％ 4 6.6％ 0 0％ 3.28 

ＤＰ４ 

技術力 16 26.2％ 42 68.9％ 3 4.9％ 0 0％ 3.26 

実践力 20 32.8％ 39 63.9％ 2 3.3％ 0 0％ 3.30 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

各項目ともに平均値で３以上であり、全般的に教育目標に対する高い到達が自覚されていた。特に、人間性とコミ

ュニケーション力は多くの学生が目標に達していると判断していた。 

２年終了時は３段階評価で調査したため、単純比較はできないものの、「まだ達成していない」と回答した学生が

技術力では 58.7%、教養力では 54.2%見られたのに対し、４年次の調査では、すべての項目において未達成は 0%

であった。 

本年度の４年生は改定前の DP に基づき学習到達度の確認を行ったが、概ね良好な達成状況であった。2022 年度以

降の入学者に対しては、DP を見直し、学生にとってよりわかりやすい表現で改訂しており、今後新たな DP の下

での達成状況を見極めつつ、CP、AP についても検討したい。ただし、CP、AP ともに内容に関しては、特に問題

ないように思われる。 

 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間性 

DP2 の人間性「多様な価値観を受け入れ、ホスピタリティ精神を創造的に実

現することができる」に関しては、インターンシップ参加者には、ホスピタ

リティをテーマにした授業などの履修を推奨するとともに、学外での実習・

研修を充実させ、学生が多様な価値観に触れる機会を提供するよう心がけた

ことにより、学修到達度の平均値が最も高い結果となった。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

教養力・技術力 

ゼミでの指導などにより、教養力・技術力ともに 2 年次終了時よりも向上が

見られたが、ゼミごとに大幅な差が出ないようプレゼンテーションやレポー

ト（ゼミ論）などへのフィードバックの機会をより充実させていくことが必

要である。 

実施及び運用方法 

DP の 8 つの項目に対し、各 4 レベルを提示し、自分がどのレベルなのかを

判断させると、文章が多くなり、煩雑になるため（回答数の減少や適当な回

答の増加につながる）、今回はレベル 4 の状態を提示し、それに対して 4 段

階で評価してもらった。簡易な評価方法と学生の状況の正確な把握の間でバ

ランスをとりつつ、運用方法の改善を検討したい。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

技術力 
各ゼミでの指導結果に大幅な差が出ないよう、ゼミ論を毎年教員間で共有し

ている。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・この学年は、COVID-19 により、2 年間オンラインでの学習が中心だったが、自己評価の記述からは、特に対

面になってから、またはゼミにおいて、ホスピタリティやコミュニケーション力が身についたというコメントが

多くみられた。また、ゼミや授業で楽しく学べたという言及もあった。 

・インターンシップなどの学外活動や各ゼミでのプレゼンテーションを通して、さまざまな人とかかわることが

でき、成長できたという実感を述べる学生も多かった。 

・また、同時に調査を実施した資格試験・外部試験受験状況については、4 年間で全く何の資格も受験しなかっ

た学生は 6 名のみ（9.8％）であり、世界遺産検定（30 名、49.2％）、アンティーク検定（21 名、34.4％）、

TOEIC（18 名、29.5％）、観光英語検定（17 名、27.9％）など、授業と連動したり、授業内で推奨したりした

資格試験に積極的に取り組んでいた。 

・その一方で、語学学習では継続性、資格試験全般では取組開始の遅れを指摘する学生もおり、引き続き早い段

階から資格試験の受験を勧めるとともに、学習支援センターの対策講座や関連授業の履修などにより、十分余裕

をもって準備できるよう指導を徹底していきたい。 
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  人間総合学群 心理学類 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

名 名 ％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 19 29％ 36 55％ 10 15％ 0 0％ 3.13 

人間性 23 35％ 31 47％ 10 15％ 1 2％ 3.17 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 14 21％ 30 46％ 20 30％ 1 2％ 2.88 

社会性 15 23％ 31 47％ 18 27％ 1 2％ 2.92 

ＤＰ３ 

専門力 12 18％ 33 50％ 18 27％ 2 3％ 2.92 

判断力 15 23％ 31 47％ 18 27％ 1 2％ 2.85 

ＤＰ４ 

技術力 17 26％ 34 52％ 14 21％ 0 0％ 3.05 

実践力 13 20％ 32 49％ 18 27％ 2 3％ 2.86 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

1. どの項目もレベル 3 の割合が最も高く、平均値は概ね 3.0 程度である。 

2. どの項目も概ね 8 割以上の学生がレベル 3 以上を報告しているが、専門力（DP3）および実践力（DP4）につ

いてはレベル 3 を報告した者が 70%に届かなかった。 

3. レベル 1 を回答した者は 0~3 人と概ね少なかった（専門力と実践力のみ 2 名） 

4. 2 年終了時と比べ、平均値はどの項目も 0.4-0.8 程度上昇している。 

5. 以上の分析からは、特に 2 年時から始まる心理学の専門的学びの観点からは、DP・CP・AP が適切に設定さ

れていると言える。 

6. 2 年終了時と比べ、回答割合は飛躍的に向上している（29.4％→77.6％） 

7. 4 年間の学びの感想を書かせた自由記述には、視野の広がり、知見の活用、自己成長、コミュニケーション力

や共感力の向上、論理性や技術性の発達、他者理解など、心理学類が掲げた学習指針が満遍なく反映されてお

り、本学心理学類の教育の一貫性・妥当性が示唆された。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

人間力 
特に共感性を意図した指針である。平均値としても自由記述からもこの指針

に沿った学びを学生が深めていたことが示唆され、本学類の特色と言える。 

技術力 
心理学を日常に活用する力であり、分析力を含む。これもまた、平均値から

も自由記述からも特に学生たちに身につけられた力であったと考えられる。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

専門力 
レベル 3 を報告した学生が 70%に届かなかった。 

実践力 
同上 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

専門力 
臨床力など大学院レベルの教育を想定して回答している学生が多いように見

受けられる。専門的知識の活用である点を周知する必要がある。 

実践力 
臨床力など大学院レベルの教育を想定して回答している学生が多いように見

受けられる。学部レベルの知の活用で十分である点を周知する必要がある。 

 

7．自己評価コメントまとめ 

平均値や割合から DP は概ね達成されていると考えられ、2 年次の変化及び自由記述回答からも、CP・AP も

適切に設定されていると考えられる。学生たちが心理学を学ぶ上で、最適な環境が整えられていると言えるだろ

う。また、2 年次の回答と比べて、質・量ともに大幅に改善していることからは、コロナ禍での落ち込みを挽回

しただけでなく、それ以上の大きな学びの支援を学生に提供できたこともうかがえる。対面での授業だけでな

く、その前段となる器具を郵送することによる実習やグーグルクラスルームの活用など新たな試みを積極的に取

り入れたことも、大きく寄与したかもしれない。専門力・実践力については、本学類と学生との間の描く目標間

に差がある可能性があり、課題と言える。ただしこれは学生に大学院教育レベルを志向する学生の高い向上心が

あることの表れともいえるため、安易に是正するのでなく、それを積極的に活用する手段を検討していくべきだ

ろう。心理学検定の推進や大学院生との交流はその一助となると期待できる。 
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  人間総合学群・住空間デザイン学類 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

61 名 63 名 96.8％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 5 8.20％ 39 63.93％ 16 26.23％ 1 1.64％ 2.79 

人間性 5 8.20％ 45 73.77％ 9 14.75％ 2 3.28％ 2.87 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 7 11.48％ 29 47.54％ 21 34.43％ 4 6.56％ 2.64 

社会性 10 16.39％ 34 55.74％ 14 22.95％ 3 4.92％ 2.84 

ＤＰ３ 

専門力 10 16.39％ 32 52.46％ 18 29.51％ 1 1.64％ 2.84 

判断力 8 13.12％ 29 47.54％ 23 37.71％ 1 1.64％ 2.72 

ＤＰ４ 

技術力 8 13.12％ 34 55.74％ 19 31.15％ 0 0.00％ 2.82 

実践力 8 13.12％ 31 50.82％ 20 32.79％ 2 3.28％ 2.74 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

（１）教養力は同学生の 2021 年度 2 年次平均（2.60）と比較して 0.19 点向上した。 

（２）人間性の平均点は 2 年次（2.73）・4 年次ともに最高だが、上昇率は 8 項目中最も低い（0.16 点向上）。 

（３）コミュニケーション力は 2 年次平均（2.29）と比較して 0.35 点向上し、全体で３番目に上昇率が高い。 

（４）社会性は 2 年次平均（2.60）と比較して 0.24 点向上している。 

（５）専門力は 2 年次平均（2.44）から 0.40 点向上し、全体で 2 番目に上昇率が高い項目となった。 

（６）判断力は 2 年次の平均点が最も低い（2.27）項目だったが 0.45 点向上し、最も上昇率が高い項目となった。 

（７）技術力は 2 年次平均（2.56）と比較して 0.26 点向上した。 

（８）実践力は 2 年次平均（2.44）と比較して 0.30 点向上した。 

（９）2021 年度 2 年次平均点と比較してすべての項目で上昇がみられ、特に DP3 の 2 項目の上昇率が高い。 

（10）上記結果および各項目の平均点に極端な偏差がないことからも、CP、AP の内容は概ね適切と判断する。 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

判断力・専門力・実践力 

3 年インテリアデザインスタジオと建築デザインスタジオで実施した産学連

携課題コマジョデコール・コマジョスタイルで企業関係者に対するプレゼン

テーションや打合せを行ったことが自己評価の向上に繋がった。 

コミュニケーション力 

実習授業を中心に行われているエスキスや作品講評会における口頭発表など

の機会を重ねたことが評価の向上に結実した。特に卒業研究の履修学生は 3

回の口頭発表の機会を通して自己評価が向上した。 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

コミュニケーション力 
上昇率は最も高いが、平均点は最低となった一因として、コロナ禍で入学し

た低年生時における教員や学生同士と対面での意思疎通の機会減少がある。 

実施及び運用方法について 
比較的成績の良い学生ほど控えめな評価を行い、その逆も然りといった傾向

が依然としてある。客観性の高い自己評価とするための検討が必要。 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

コミュニケーション力 
今後は少人数クラスで個人発表の機会を増やす等、対策を検討する。 

実施及び運用方法について 
各学生に 2 年次の到達度回答内容を 4 年次の回答時に参照させることで、自

身の到達度を振り返り、客観的な評価に繋げる。次年度からの実施を検討。 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・以前よりもプレゼンテーションの方法や力などはついていると思うが、まだまだ改善点はあるのでこれからの

生活でもっと良くなるようにしていきたい。 

・問題点を上げることなどはできたと思うが、それに向けて改善点などをあげることに手間を取ってしまったと

思います。プレゼンテーションは苦手なので自分の伝えたいことを伝えるのが難しかったです。 

・自分の考えを形にする、その形にしたものを今度は言葉で人に伝える。大まかに言えばこの作業の連続だった

ように思う。これらは、設計関係なく社会に出てから大切な力である。4 年間でその力がどれくらいついたの

か、社会に出て試すことができるので不安でもあるが楽しみである。 

・「コミュニケーション力」や「社会性」が自分はレベルが低いと感じたので、社会人になるにあたって、努力

していきたいと思いました。 

・実際に家具やカトラリーを作っていく中で、展覧会見学での自分の学びを生かして、制作できたと思う。自分

が暮らしている中での、不便な点を覚えておいて、制作した作品で改善できたり、すでにあるもので工夫して改

善できるようになった。 

・大学入学時と現在の自分を比較して、「コミュニケーション力」や「考えを説明する力」が身についた。授業

でプレゼンテーションを何度も経験したことで、自分の考えを伝える技術が向上したと実感している。 

・もっと自分から積極的に学ぶべきだったと感じた。 

・課題に対してそれまで得た知識や技術力を活かし、地域の問題を解決し活性化に繋げたり、より良い住空間へ

と繋げられるようなアイデアを考えられるようになったとではないかと考える。ただブラッシュアップするとま

た違う考えが思い浮かぶことも多く、もっと深く考えることが必要だなと感じた。 

・課題の敷地や建物に対し問題提起をする事はできても、改善策を考え、形にする事に時間がかかった。また、

設計等の課題では提案の柔軟さに欠けており、もっと様々な課題に積極的に挑戦すべきだったと思う。また、住

環境や都市の知識については、用語と意味について深く学ぶ事ができたと思う。 

・専門的な知識をもっと学ぶ必要があった。実践的に学ぶことが多かった。実践的に行うものでも基礎的な知識

は必要であると学んだ。 

・技術力や判断力をあまりつけると（ママ）ができなかったと思う。友人や先生とのコミュニケーションは良く

取れたと思った。 

・どの力においても、4 をつけることができるほど身になっている自信はなく、何事にも自分が納得できるまで

向き合うべきだったと感じた。 

・大学 4 年間を通じて、専門的な知識だけでなく、思考力や表現する文章力など様々な面で成長できたと感じま

した。 

・基本的にあまり到達した気がせず、特に計画を立てて実行することがほとんどできなかった。最初に時間をか

けすぎる傾向があるので、工程ごとにおおよその時間を決めて進めていかなければならない。今後は仕事になる

ので、常に前もって行動することを意識して仕事に取り組みたい。 

・特にコミュニケーション力と実践力はこの一年間の卒業制作に取り組む中で、伸ばすことができた力であると

思っています。設計段階ではエスキスや講評会でのアドバイスを受けて、課題を常に明確にするようにしていま

した。そして繰り返しスタディを行い、何度も自ら手を動かして実践していくことができました。そして計３回

の発表会を通じて、どのように自身の作品の魅力を伝えるべきか、どのような伝え方が相手に伝わりやすいかを

じっくり考え取り組むことで、入学時より大幅に伝えたいことを言葉にするコミュニケーション力をつけること

ができました。 

・くらしの環境に関して様々な視点から考えられる力が身についたと感じている。住まいに関する興味が深ま

り、結果住まいにかかわる職に就くことにしました。駒女での幅広い学びがあったからこの決断をできたと思い

ます。 

・住空間についてさまざまな視点から物事を見ることができるようになったと思います。自分の好きなことや興

味のあることを見つけることに繋がりました。 

・年々専門知識が身についていると感じる機会が増えた。学校に行っているからこそのコミュニケーションや実

践的な技術や経験をすることができた。 

・相手に自分のやりたいこと・伝えたいことが言葉で表現しきれずに、半端に終わってしまったと思うことが多

く感じた。 

・住宅を中心にくらしに関する様々な知識を手に入れることができた。 

・住空間に関する知見を広げることができる授業が多かったと思う。設計をする際は自分との向き合いが多く、

思った通りにいかず悩むこともあった。より同級生や同じ学類の生徒との繋がりや協力ができる授業を取った方

が社会性を学ぶことが出来たと思った。 
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・この 4 年間でプレゼンテーションする場面が多く、私は人前で話すことが苦手なためメモを見ながら伝えるこ

としかできなかったことが反省点です。プレゼンテーションは社会人になっても求められることだと思うので、

学生のうちにたくさん経験できたことはよかったです。また模型作りでは自らの考えが形となる楽しさと作り上

げる技術力が上がったと感じています。 

・2 年まではオンライン授業でパソコンも不慣れな中自分なりに工夫して進めることができた。しかし、オンラ

インだからこそ戸惑いも感じ、CAD などのアプリが使いこなせなかったのが自分なりの反省点。 

・４年間自分が興味を持った分野を学び、自分のやりたいこと、また改めて興味関心のあることが何かをみつけ

ることができた。最も身に付いたと感じる部分は、プレゼンテーション力である。 

・就職活動やスタジオ課題・研究、卒業制作を一年間で進めることで、大学生活四年間の中でも様々な能力が伸

びた一年間だったのではないかと感じています。特にスタジオの人との関りが増えたことで、価値観や技術力な

ども意識が変わったのではないかと感じています。卒業制作において、自分で課題を探し進めることの難しさを

実感しつつも、就職してからの実務に対する現実味を知ることができたような気がしています。 

・基礎的なことはある程度実行することができるが、応用をしたり、自分の考えを表現することはあまり得意で

はないと考えます。 

・出された課題に対して、身につけた知識を踏まえ自分はどう考えるのか、どう解決させていくのかを頭の中で

整理し、形にする力が養われたと思います。また自分自身のことだけではなく、周りの人、周りの環境にあわせ

て何がより適切なのかを選択していく力が、この 4 年間で身に付いたと感じています。社会に出て自分で課題を

見つけ、その課題に対してどう完結策を見出すのか、チャレンジばかりですが、この 4 年間で学んだことを活か

して頑張りたいと思います。 

・学んできた内容を活かしてより深く考えられる余地があると感じる。 

・4 年次は授業が少なかったので、評価するのが難しいが、その中でもインテリアやデザインについて学ぶこと

が出来た。 

・課題の中でこれまで踏み込めていなかった具体的な地域の問題やニーズに対して、今年度は卒業制作で情報を

集めながら自分なりの解決策を考え、形にできたので良かった。誰が見ても簡潔に内容の理解ができるようなプ

レゼンテーションを心掛け、尽力した。上手くいかない過程も含め計画を進めて、良い案を形にできるように試

行錯誤することに今後より精進したいと思う。 

・1-3 年生で基本を学んだり、どう応用していくのかを学んだりして、改善力などが上がったと思います。4 年

生の卒業制作で、それらを活かして作品に取り組むことができたと考えています。 

・暮らしについて考える中で 4 年間の中で身についた能力、技術を積極的に使うことができたと思う。また、問

題解決にあたって自分なりに考察したり調べたりしながら知識をつけることができたと思う。 

・住宅や家具にとどまらず、さまざまなデザインに対する知識と関心が深まりました。課題の問題点等を自分で

見つける能力をこれからももっと育んでいきたいと思います。 

・プレゼンするときの資料や分の構成、しゃべり方を学ぶことができ、社会人になった時に役立つと感じてい

る。専門知識も身につき、建築物の面白さを知ることが出来た。 

・建築、インテリアを学び住まいや暮らしについて多角的に捉えることのできた 4 年間であると感じる。自己評

価の低いコミュニケーション力は大学一年次の新型コロナウイルスによる人前での発表や話し合いの場の機会が

少なかった点や積極的に参加できなかった点が起因していると考える。自己評価を通し社会人では話し合いの場

では積極的な参加を行いたいと考える。 

・授業の中で身につけた知識がまだ定着していないことが多いのでこれからもっと定着させて日常生活の中で使

えるようにしていきたいなと思います。 

・実作を伴う課題をこなす事が多かった分、デザインの見た目の良さだけでなく、実用性の面も考えられるよう

になったと感じる。 

・日常の至る所で建築と人間心理に関する問題点を見つけ、類似施設を調べたり、改善点を考えられるようにな

った。しかし、批判的な目が育つ一方肯定的な目は育っていないと感じる。また、コミュニケーション能力や社

会性が伸びていないことがわかった。日頃から自身の考えを口にすることや、進んでコミュニケーションを取ろ

うとしないことが原因と考える。どこの業界でも意見交換の場が設けられ、意見の相違があれば落とし所を見つ

ける必要がある。その能力を身につけるためにも、新しいコミュニティに入る、進んで自己表現するなどして、

成長に繋げていく。 

・四年生になって卒業制作のために色々な動画を見ていたので、以前よりも柔軟な考え方を持てるようになった

と思う。 

・4 年生は、4 年間学んだことを元に就職活動などで自分の考えや知識を人に話すことができるようになった。

今後社会人になっても住空間デザイン学類で学んだ知識や能力を活かして住まいや環境に貢献できる大人になり

たい。 

d0001074
長方形



・エスキースや発表を四年間行うことで、自身の意見を伝えることができるようになった。コミュニケーション

力も上がったと感じることができた。しかし、計画性に関しては、時間配分がうまくいかず予定通りに進めるこ

とができなかった。 

・大学２年生で学科を変更し、大学生活を過ごしていく中で多くの技術やアイディアを思いつくことができるよ

うになりましたが、内定先に働きにいっている中で現場で使われている略語が分からなかったり、実際に実務に

活かそうとすると知らないことや難しいことも多かったので、教養力や人間性、社会性、専門性、技術力はまだ

まだ成長の余地があるなと感じるため MAX である 4 ではなく 3 を付けました。この 3 年間で、建築やインテリ

アの職につけるほど成長することが出来たので、実りある 4 年間でした。 

・この 4 年間頑張りました。特に生活の中で学んだことを活かせないだろうか、習ったことが実際の建物にどう

活用されているのかを探しながら街を歩くのは楽しかったです。特に大きな成長や、コミュニケーション力のア

ップなどはなかったけど、パソコンスキルだけは如実に成長したと思います。 

・自分で考えた意見やコンセプトを誰が見てもわかりやすく伝える事の大切さを日々学んでいたのでどの授業に

も活かせるようにと努力することができたと思う。また新しい視点でものを見ることもしれたので良い大学生活

だったなとも思う。 

・ターゲットなど自分で設定する授業が多く、自由に好きなものを作れたのが一番良かったです。課題にも慣れ

てきて、スピードをあげながらより丁寧に出来たと思います。 

・大学 4 年間で学んできたことを様々な課題見取り組む中で発揮しながら、技術力や判断力などの力を上げてい

くことができたのではないかと思う。課題に取り組むにあたって、コミュニケーション力や人間性が重要になっ

てくる場面が多く、住空間デザイン学類では学修指針のすべての到達度を向上させることができたと感じてい

る。 

・評価を行っていくにあたってどこまで到達できているかを考えたときに、自身の能力がレベル４まで達するに

はまだまだ学ぶべきことが多いのではないかと思いました。そのため４をつけなかったのですが、これからも住

空間について学んでいきたいという意欲が高まりました。 

・私がこの 4 年間で一番成長できた点は、発表する力だと思います。駒沢女子大学では、人前に立って発表する

機会が多く、1 年生の頃は慣れていなかったことから原稿を作成し、一言一句読み上げていました。しかし、学

年が上がり、発表することに慣れてからは、自分の伝えたいことを挙げておき、発表しているときに簡潔にまと

めていくという力が養われたと考えています。自分の考えや作品について相手に伝わるためにどう説明をすれば

よいか考え、発表できるようになったと思います、この力は実際に就活でも活かすことが出来ました。面接の際

に、急遽作品の説明を求められた際に、即座にしっかりと伝えられました。 

・4 年間を通して、チーム取り組む課題より個人で取り組む課題が多かった。そのため、「教養力」「専門力」

「判断力」など内面的な思考力、インプットする力は身につけられた。その反面、人と協働する力は磨ききれず

「人間性」「コミュニケーション力」「社会性」などのアウトプットする上で重要となる学習指針に関する学修

到達度の評価は低い傾向となった。 

・空間デザインの領域を幅広く学ぶことができた。課題に対して毎回新たな気づきやアイデアを作品に取り入れ

るよう努力した。制作を計画的に取り組むことができて良かったと思う。住宅空間に関して専門的に深く学びを

広げることができなかったので、人の暮らしや生活に対してリアリティをもって学習したほうがよかったと思っ

た。 

・４年間通して、自分のレベルも上がったと実感しています。ですが、ほかの人と比べると劣っている部分が

多々あるので、そこはもう少し努力できたかなと感じました。４年間多くのことを学べてよかったです。 

・暮らしの環境や、住空間デザイン、自然環境についてこの 4 年間で深く学びを得ることができた。これまで意

識していなかった世の中の環境に目を向け興味関心を深めることができた。説明事項に関しては入学当初に比

べ、プレゼン力が多少レベルアップしたのではないかと考える。しかし、まだ社会人として完全にやっていける

レベルではないため、今後も説明力やプレゼン力を高められるように学びを深めていきたい。 

・私は、今回自己診断していて、気づいたのは、実践力が昨年度よりも伸びたということです。前期の活動は、

自ら課題を見つけることだったため、少し苦手意識がありましたが、取り組んで見ると、疑問に思うことが多く

あり、課題点を解決する力にも少し自信がつきました。 

・入学当初から今現在で論理的に考えること、どのようにすれば考え方が伝わりやすいのかなどを常に考えるこ

とが身についたと感じる。相手の立場になった話し方、礼儀なども 4 年間の中で、学外実習や就活、日々の生活

の中で学びました。建築についてもその土地の特徴を捉え、原因や解決方法を考えそれに伴った設計を心がける

ことが大切だと実感した。 

・暮らしに関わる様々な事柄に触れてきて、街中を歩くときの見る目が変わりました。それは課題に対する様々

なエスキースを通じて心地よい人の居場所づくりが全ての課題のテーマに当てはまり、どのようにしたら人がよ

り良く居られるようになるだろう、という考えが自然とできるようになったことがこの学校通っていて身につい
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た特技だと思う。街中のショッピングモール、カフェなどを見て設計した人物は、きっとこうゆう所を工夫した

のではないかと時たまに思うようになり、今後も社会人になっても学んだ事の片鱗を、少しでも活かして行きた

いと思います。 

・これまでたくさんの課題にとりくんできましたが、まだまだ取り組み方のコツを掴めてない気がしました。こ

れまでの経験を活かして社会人では納得のいくように努力していきたいです。 

・やりたいことが全部やり遂げたと言えないけれども、楽しい留学生活が送った。（ママ） 

・住空間デザインの知識を学んで、将来も活用していきたいと思います。 
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  人間健康学部 健康栄養学科 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

84 名 58 名 69.0％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 6 10.3％ 35 60.3％ 15 25.9％ 2 3.4％ 2.78 

人間性 9 15.5％ 35 60.3％ 13 22.4％ 1 1.7％ 2.90 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 10 17.2％ 32 55.2％ 15 25.9％ 1 1.7％ 2.88 

社会性 9 15.5％ 31 53.4％ 18 31.0％ 0 0.0％ 2.84 

ＤＰ３ 

専門力 14 24.1％ 35 60.3％ 8 13.8％ 1 1.7％ 3.07 

判断力 6 10.3％ 31 53.4％ 21 36.2％ 0 0.0％ 2.74 

ＤＰ４ 

技術力 6 10.3％ 34 58.6％ 18 31.0％ 0 0.0％ 2.79 

実践力 10 17.2％ 31 53.4％ 15 25.9％ 2 3.4％ 2.84 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

多くの学生は学修到達度がレベル 3 程度と自己診断していた。特に「専門力」については最高値の「レベル 4」と

評価する学生が最も多く、平均値も 3.07 と全 8 項目の中で最も高い値を示した。「設問 11」の自由記述において

も「専門的な知識を身につけることができた」という肯定的な記述が多く見られた。本学部が管理栄養士という専

門職の養成を目的とする学部であることを考慮すれば、この結果は望ましいものと考えられる。一方、１、２年次

が遠隔授業となったことで、「基礎知識の不足」や「学習意欲が低下した」という記述が見られた。この点は対面

授業によって改善するものと思われる。 

また、多くの学生が自身の学習到達度をレベル３程度と認識していることから、DP 達成に向けた CP、AP の適切

性にも問題はないと考えられる。 

なお、学修到達度の確認を行う学年を 2022 年度に変更した関係で、前回調査結果との比較は行っていない。 

 

  



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

 
特になし 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

判断力 
能力を身に付ける機会が少ない。「卒業研究」が必修でないことが影響して

いると考えられる。 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

判断力 
実験・実習において先行研究に対する批評の機会をもうける。 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

毎日週 5 回の授業を頑張って専門的な知識を得ることが出来ました 

専門的な知識を得られたと思います。 

4 年間、自分なりに、どの科目もどの課題も手を抜かずにやりきろうを目標に、取り組むこ

とが出来たと思っています。あまり自分を褒めることがない私ですが、スカラシップ生に選

んでいただけたことで、少し自分を褒めてあげることが出来ました。 

4 年間、大変な授業も難しい授業も多かったですが、それ以上に楽しかったので、楽しみな

がら勉強することが出来て良かったです。 

基礎部分の学力が乏しいと感じました。 

大学 1 年生をすべてオンラインで終えたため、基礎的な知識不足を感じることが多くあっ

た。しかし、研究室に所属したことにより、気軽に先生に相談できたこともあり、多くのこ

とを学ぶことができたと感じる。 

大学 1 年生では全てオンライン授業だったため、基礎的な知識が不足していると思った。そ

のため、過去問を解く時に 1 から調べながらでないと理解出来ないことが多々あった。 

4 年目にしてようやく授業内容が理解できるようになったので、もっと前から理解できるよ

うに復習などしていきたかったと思いました。 

実践力の自分の課題を見つけることは、実習授業や臨地実習でとても身についたと思う。 

もっと頑張れたと思います。 

自分は対面授業が向いていると思った。 

授業や課題などを通して協力することで、コミュニケーション能力も得られた。 

専門的な知識はとても身についたと感じます。 

他の学科、大学では学べないことを学べたと思う 

専門性を身につけることが出来た 4 年間だと思います。 

入学最初はオンラインで不安な点もあったが、対面が再開されてグループワークなどの授業

でコミュニケーション力など専門的なことを学ぶことができた。 

専門知識や技術が身についた 

1 年の時オンラインで、勉強全然しなかった。それがずっと続いた。 

様々な授業を通して総合的に能力を高めることができた。 

コロナ禍でも頑張った 

オンラインの便利さを実感しました 

4 年間の学びを通して教養力から専門性まで様々な力を身につけることができた。 

コロナ禍の影響で学校に行くようになっても、友達の輪はなかなか広がらなかった。 

管理栄養士としての専門的知識を身につけることができた 

一二年生からもう少し勉強しておけば良かったと感じています 

栄養に関する知識が身につきました 

専門的な知識、一般教養を学ぶことができ、理解力、協調性を身につけることができた。 

苦手分野を減らすことができました 

今までのコミュニティと大きく変化し、社会にはいろいろな人が価値観の多様性を体感しま

した。良いことも悪いことも含め良い勉強になりました。 

勉強不足だったなと感じました。 

管理栄養士になるための知識を身につけられました。 

管理栄養士になるための知識を身につけられました 

授業や実習を通して管理栄養士として社会に出るための基礎を学べた 4 年間だったと思いま

す。 

一年生はオンラインだったからなかなか勉強できなかった。 
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大学の勉強を通して、色々な知識や技術を身につけることができました。 

4 年間頑張れたと思います。 

自分なりに学びを深められたと思う 

4 年間頑張りました。 

授業や臨地実習を通して色々な経験が出来ました。 

授業内での実習授業や、臨地実習などを通して、専門力やコミュニケーション力を身につけ

ることができた。 

頑張りました 

専門性、協調性やコミュニケーション能力など、栄養士として働いていく上で大切なことを

得ることができ満足しています。 

知識が増えた 

オンライン授業にて 1,2 年生で学んだ内容が 4 年生になってかなりぬけていたので、もっと

勉強しておくべきでした。 

知識が上がった 

寝てた割にはよく進学できた。 

色々な事が学べたと思います 

コミュニケーション力が特に身につきました。 

どんな人とも話すのが楽しくなりました。 

もうちょっと力を入れて学習すればよかったと感じています。大学 4 年間があっという間で

した。 

初めは点数が取れなかったけど、最終的には知識がついてきて点数を伸ばすことができまし

た。 

外部へ実習に行く機会が多くあり、就職するための良い経験となった。 

専門的な知識を多く学ぶことが出来ました。 

もうちょっと頑張った方が良かった 

勉強はしていませんでしたが楽しい日々見過ごしました。その中でも様々な力をつけること

ができました。 

専門的なことをしっかりと学ぶことができました。 

4 年間の学習を通して、自分が学びたかった栄養学についての知識をしっかりと身につける

ことができたと思います。4 年間の学びをこれからの管理栄養士の仕事に活かしていけるよ

うに頑張りたいと思います。 

オンライン授業は向いていませんでした。実技の授業で身についたことが多かったと感じま

した。 
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  看護学部 看護学科 

 

2023 年度 4 年終了時「学修到達度の確認」の報告書 

1．実施人数／対象者数 

実施人数 対象者数 回答率 

72 名 80 名 90％ 

2．集計結果 

教育目標 学修指針 

レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ 

平均値 

回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 回答数 ％ 

ＤＰ１ 

教養力 3 4.2％ 50 69.4％ 16 22.2％ 3 4.2％ 2.74 

人間性 35 48.6％ 24 33.3％ 13 18.1％ 0 0％ 3.31 

ＤＰ２ 

コミュニケー
ション力 31 43.1％ 32 44.4％ 8 11.1％ 1 1.4％ 3.29 

社会性 24 33.3％ 36 50.0％ 11 15.3％ 1 1.4％ 3.15 

ＤＰ３ 

専門力 11 15.3％ 50 69.4％ 9 12.5％ 2 2.8％ 2.97 

判断力 14 19.4％ 45 62.5％ 10 13.9％ 3 4.2％ 2.97 

ＤＰ４ 

技術力 7 9.7％ 45 62.5％ 17 23.6％ 3 4.2％ 2.78 

実践力 10 13.9％ 45 62.5％ 14 19.4％ 3 4.2％ 2.86 

3．検証結果 

〔現状説明〕10 行程度で集計結果についての分析を完結に説明してください。 

４年終了時の場合は、２年終了時と比較した学習指針などを具体的に説明してください。 

また、ＤＰ達成に向けＣＰ、ＡＰの適切性についても記載ください。 

2022 年度卒業生の評価結果は全ての項目の平均値が 3.0 以上であり、それと比較すると 2023 年度においては、

平均値 3.0 以上が 3 項目に留まり、全般的に低い結果となった。本年度卒業生はコロナ禍の 2020 年に入学し、オン

ライン授業での学修が多く、看護実践のための演習や実習という学修機会が制限されていたことが、「技術力」

「実践力」の低評価と関連していると思われる。 

しかし、当該学年が 3 年前期に確認した到達度(コミュニケーション力・専門力・判断力・技術力・実践力)と比

較すると、全ての項目で平均値は上昇しており、臨地実習の学修成果の向上が認められる。特に、コミュニケーシ

ョン力 2.43→3.29、専門力 1.82→2.97、判断力 1.84→2.97 と１ポイント以上も上昇しており、３年後期から４年終

了時までの学修成果が大きいと考えられる 

CP として科目区分を「教養教育科目」「専門基礎科目」「専門科目」とし、３年後期から集中的に開講する領域

別臨地実習がコミュニケーション力や専門力・判断力の向上に関連し、「看護職として貢献する意思のある人」と

いう AP も実習を滞りなく学修する上で適切であると考えられる。 



4．長所・特色 

有意な成果が見られる事項、先駆性・独自性のある事項がある場合、目標として意図した成果が何であったかを

明らかにしたうえで、実際にあがった成果が確認できる根拠を示しながら記述してください。特にない場合は

「なし」としてください。 

学修指針 長所・特色 

なし 
 

 
 

 

5．今後の課題（問題点） 

教育目的を実現する上での課題、学修指針に関する問題がある場合、記述してください。特にない場合は「な

し」としてください。なお、「学修到達度の確認」の実施及び運用方法についてのご意見は、「学修指針欄」に

「実施及び運用方法について」と記載の上、記述してください。 

学修指針 課題・問題点 

なし 
 

 
 

 

6．課題・問題点に対する改善策  

「5．今後の課題（問題点）」の事項の改善策がある場合は、その具体的な計画（既に実施している場合はその

進捗状況も含めて）を 記述してください。 

学修指針 改善策 

 
 

 
 

 

  



7．自己評価コメントまとめ 

・オンラインが多く、少し実践力にかける部分があったと思います。 

・前までは自分の意見を言うことも出来なかったけど、実習やグループ学習をこなしていったことで、人の意見

を聞き、自分の意見を述べられるようになりました。さらに、先々のことを考えて行動し、優先順位を常に考

え動けるようになりました。 

・勉強習慣の確立には至らなかった。 

・大学 1 年生から 2 年生の途中までオンライン授業で演習をすることができなかったため、技術面が身について

るのか不安ですが、自分なりに 4 年間頑張りました。 

・評価基準と照らし合わせながら 4 年間を振り返る中で、自分はなんとなく 4 年間を過ごしてしまったのではな

いかと感じた。肯定的な評価を躊躇ってしまった原因として、学びが自信に繋がった部分もあるが、自分に対

する不安をずっと抱えていたからではないかと考えている。「自分に自信を持てていない」という根本的な問

題に対して、今後も向き合い続けたいと思った。 

・再試や単位を落とさず 4 年生になれてよかったです。 

・様々なことを学修することができた。 

・はじめはオンラインでわかりにくい部分もあったが、対面になって理解が深まってよかった。 

・質の良い学びができてよかったです。 

・予習復習に時間をかけることで、試験前など焦らずに余裕を持って勉強することができたので良かったです。 

・コミュニケーション能力を向上させることが出来なかったと思います。 

・実習を重ねる毎に根拠に基づいたアセスメントが出来るようになりました。 

・真剣に取り組むことが出来た 

・コロナウイルスにより、オンライン授業と対面授業での学習となりましたが、先生方のおかげで統合した知識

や技術を身につけることができたと考えます。ありがとうございました。 

・たくさんの授業を受けてたくさん大事な知識を得ることができました。 

実習を通し、基礎看護技術力やアセスメント力を身につけることができた。また、自己の課題を見つけ、次に

繋げることで自身の成長に繋げることができた。 

・自ら学ぶ姿勢を身につけ、自分自身の考えや意見を言えるようになった。 

・1.2 年生はオンライン授業ということもあり、実践が少なく、技術の経験不足により看護学生として自信がない

日々でしたが、実習を通して新たなことを学び、チームとして協力することの必要性を学ぶことができまし

た。 

・知識が足りず、根拠に基づいた判断ができていないことがあったと思いました。 

・これから知識をもっと身につけていきたいです。 

・この 4 年間で自ら考えることや疑問に思って調べることなどが増え自発的に学べるようになったと思います。 

・色々な人と関わる中で人間関係の構築を頑張りました。 

・4 年間の学修を通して、対象の人を、病気や怪我をしている人だけではなく、その人の過去や考え方、役割な

どの背景を捉える力を持てた。それを実習でも実践しようとすることができた。 

・4 年間の講義・演習・実習を通して看護師として必要な知識、技術が習得できたと思います。 

・もう少し頑張れたのかなと思うところもありますが、4 年間頑張った自分を褒めたいです。 

・もっと日頃から勉強しておけば良かったと思いました。 

・看護過程のコツがいまひとつ掴めず終わってしまった。しかしグループワークを通して看護するにあたっての

意識や考えなどは身についたと考える 

・看護学生として成長するだけではなく、1 人の人間としても成長することができた 4 年間だったと思います。 

・看護師になるために必要な知識や力を身につけられたと思う。 

・様々なことを経験し、入学当初の自分にくらべ、遥かに成長できたと思います。 

・コロナ禍に入学し、2 年生まではなかなか大学に通うことが出来なかったですが、領域別実習や統合実習を通

して看護についてより深く学ぶことができました。 

・いい仲間に出会えて学ぶことが楽しいと感じることも多くある 4 年間でした。 

・1、2 年はオンラインでの学習が多く、看護学生という自覚があまり強く持てなかったが、3 年生になり看護過

程や実習をしていくうちに看護学生という自覚をしっかり持つことができたと感じる。 

・私たちの学年は、1.2 年生がオンライン授業だったため、演習時間が少なく不安なことが多かったです。実習を

通して初めて看護技術が身についたと思っています。実習前に知識や技術の学びを更に深めることで、もっと

よりよい実習になっていたのではないかと思いました。 

・課題や実習のおかげで考える力が以前より身につきました。 
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・1.2 年生はオンライン授業で学校に行くことができず、実習も短縮だったため技術・判断力等の全てに対して不

安がありましたが、3.4 年生の領域別実習と統合実習では色々な経験から学ぶことができ自信がつきました。 

・看護を学ぶ中で特に実習で患者さん関わり、気付かされることが多く、教養などが身に付いたと思います。駒

沢女子大学では、沢山実習に行かせてもらうことができ、感謝しています。 

・看護師としてどうあるべきか、どのように考えれば良いかなど、4 年間を通して学ぶことができたと思いま

す。今後に活かしていきたいです。 

・看護の知識、技術だけでなく看護をするうえで必要なコミュニケーション能力や教養を身につけることができ

た。 

・学校で学んだ経験を演習や実習にて活かすことが出来た経験があり、自分の実践能力などは入学時よりも格段

に上がったと考える。しかしまだ実践にて学べることも多いと考えている。 

・実習が大変だったけど頑張りました。 

・コロナ禍であったため仕方ないが、技術的な練習がほとんどなく、看護師になったら不安だと感じる要素が多

い。 

・半分はコロナでほぼオンライン授業の時もありましたが学びのある 4 年間でした 

・実技に関することはコロナ禍のため十分ではなく実習を通して身につけられたと思う。看護過程などを含めた

思考力や患者さんに対するコミュニケーション力は身に付けられたと思います。 

・みんなと協力する力が身についたと思います。 

・座学や実践を通して多くの学びを得ました 

・看護師として医療の場で働いていく心構えを身につける事が出来た。また、自らの長所と短所を把握し、自ら

の目指す看護師像を明確にすることが出来た。 

・入学と同時にコロナの影響によりリモートでの講義、大学生としての生活が始まったが、講義や実習を通して

看護の基礎を身につけることができたと考える。特に、実習では初めておこなう看護技術が多く、最初は戸惑

うことも多かったが、実習担当の先生方や病棟の看護師の方に教えていただきながら、少しずつ生活援助のた

めの看護技術を習得することができたと考える。 

・看護に関する専門性である解剖から疾患の治療、個別性のある看護を考える力を自分なりに磨くことが出来ま

した。 

・コロナウイルスのため 1・２年生の技術や演習が不足してしまい、3 年生以降の実習に悩むことが多くありまし

たが、実習を通して看護技術を学び、不足を取り戻すことが出来たと感じます。 

・また実習グループを通してそれぞれの意見を尊重する力やチームで協力して解決する連携力などの社会性は特

に身に着いたと感じます。" 

・グループ演習や実習など他者と連携して取り組む課題に対して、課題や授業が円滑に進むよう努力した。 

・4 年間を通して自主的かつ計画的に学習を進める力が身に付いたと感じる。また、特に実習を振り返って、自

分が地道に努力することや継続することができる長所があると気付くことができた。 

・座学や実習などを通して、看護師となる知識や実践力、様々な人と関わる中での個別性への配慮ななどを学ぶ

ことができた。 

・看護師を目指す上で必要な学習でした 

・コロナ禍はオンライン授業で、看護学生の自覚を感じることなく学生生活を終えてしまった。しかし学校に通

えるようになってきてから看護学生らしい生活を送ることができたと思う。 

・看護学部に入り、高校までとは違った専門的な分野を学んできました。コロナ禍での入学で、思うように講義

が受けられず、看護技術面が心配ではありましたが、実習を通して学びを深めることができました。 

・2 年次の GPA が低くもっと頑張れたらよかった。 

・4 年間があっという間でした。社会人になるのは少し不安ですが、頑張ろうと思います。 

・コロナがあり、実技練習が多く行えた訳ではなかったですが、実習で沢山の経験を積むことができ、看護学生

として成長することができたと思います。ここまで、多くの課題、実習と大変なことはありましたが、先生や

仲間の助けもあり乗り越えられたと思います。この経験を看護師になってからも生かしていきたいです。 

・座学、実習共に 4 年間休むことなく学び続けることが出来ました。 

・入学してからの約 2 年間は学校に登校することが数回であったため、自身の専門性や実践力が身についている

のか分からない部分があります。しかし、実習を通して少しずつではありますが、専門性だけではなく、人と

しても前に進み成長することが出来たのではないかと思います。 

・実習を通して知識面や技術面だけでなく､色々なことを学べました。 

・実習を通して様々なことを身につけることができたと思います。 

・大学生活の前半は大学に通うことが少なかったため勉強に力が入らない部分が多かったのですが、専門的な領

域や実習が始まり、看護学生としての意識が高まり積極的に行動できるようになったと思います。 
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・4 年間を通して多角的な学びを得ることができた 

・看護に関することが身についたと思います。 

・大学四年生の間に、看護師になる知識を身につけられました。今後社会に出る身として、今まで知らなかった

ことや不足点も補うことができた。 
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